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　松本さんは生まれは福岡県ですが、戦時中の昭和19年
から３年の間、６歳から８歳までの時期を新谷地区に疎
開して過ごしました。
　この幼少期の体験がその後の作品にも大きな影響を与
えたと松本さん本人も語っていて、それが最も色濃く表
れたのが名作「銀河鉄道999」です。満点の星空のもと
で神南山のふもとを走る蒸気機関車がイメージの原型と
なっているそうで、新谷で見上げた夜空が松本さんを宇
宙ＳＦの世界へ誘

いざな
いました。

新谷地区と松本零士さんとの関わり

　昭和13年福岡県久留米市に
生まれる。
　昭和19年から新谷地区へ疎
開。新谷国民学校（現在の新谷

小学校）へ通い、大洲で終戦を迎える。
　昭和29年、高校１年生の時に「蜜蜂の冒険」で漫画家デ
ビュー。昭和49年に放送されたテレビアニメ「宇宙戦艦ヤマ
ト」の制作に関わり大ヒット。その後も「銀河鉄道999」や「宇
宙海賊キャプテンハーロック」などヒット作を連発する。
　大洲市では昭和58年、平成６年に講演会を開催し、平成
26年には「大洲市きらめき大使」を委嘱した。
　令和５年２月13日、都内にて永眠。享年85歳。

●②
① 松本零士さんの幼少期の体験を基にした漫画「昆虫国漂流記」から。
　 神南山が描かれている。
② 新谷地区から見た現在の神南山。

●①
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　令和５年２月13日㈪、「銀河鉄道999」や「宇宙戦艦ヤマト」
などの作品で知られる漫画家 松本零士さんが逝去されました。
　松本さんは幼少期の一時期を新谷地区で過ごし、その縁もあっ
て大洲市きらめき大使を務められたほか、新谷小学校改築時の
壁画作成など大洲市のまちづくりにご尽力いただきました。

じ

松本零士さん略歴



①  平成６年に開かれた講演会で
のサイン会

② 当時の広報誌より（平成６年５月号）
③  「えひめ町並博2004」でのポ
スターデザイン

④    町並博で開催された「少年・
松本零士展」でのあいさつ

⑤ きらめき大使任命式

『私の願いは、自然とともに生まれてきた人間が、
これからも穏やかに、平和に暮らせるようにと
いうことです。そのお手本が大洲だと思います』
　　　　　
　松本零士講演会 「ふるさとの星と未来」より

下段 新谷地区でのイベントの様子。
　　  住民のみなさんは松本さんを「お帰

りなさい」の言葉で迎えた。

　新谷地区を「心のふるさと」と呼んだ松本さんは、大洲市から
の講演依頼などには快く応じ、何度も足を運んでもらいました。
　そして、平成24年に改築された新谷小学校に松本さんが壁画
をデザインしたことから、新谷地区との関係はさらに深まること
となります。平成25年には地元有志による「新谷一万石まちお
こしの会」が発足。以降、平成30年までの６年間、松本さんを
ゲストに毎年イベントを開催しました。

大洲市と松本零士さんの交流

●①

●②

●③●④

●⑤
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①  新谷小学校の壁画。毎日児童を迎え、見送って
くれる。

②  部屋のプレートにもイラスト。ここでは「宇宙
戦艦ヤマト」のイラストも見ることができる。

③ ④  キャラクターの像や文字などを探せばいろい
ろと発見できるのも楽しい。

⑤ 取材時には追悼コーナーが設けられていた。

①  「999通り」と書かれた石碑。他
にも「メーテル通り」「鉄郎通り」
と名付けられた道がある。

②  各通りには街路灯バナーが設置
されている。

③ 説明版と休憩用のベンチ。
　  地元企業などの協力で設置された。
④  瑞安寺にある幼い頃の思い出を
描いた石碑

⑤  まちのいたる所で999に会うこ
とができる。

零士ワールドが広がるまち　新谷零士ワールドが広がるまち　新谷

●①

●②

●③●②●①

●④ ●⑤

●⑤●④●③新谷小学校新谷小学校

新谷地区新谷地区
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　零士先生は忙しい上に夜型の人で、連絡を取るときはいつも夜中
だったのを思い出します。
　その多忙な中を新谷に来てもらうのに山口県下関市まで車で迎えに
いったこともありました。そんな時も嫌な顔をせず穏やかに接してく
れた零士先生。イベントの終わりには「また帰ってきます」といつも
言ってくれた零士先生。我々の心の支えで憧れの人でした。
　先生、本当におつかれさまでした。ありがとうございました。

「新谷一万まちおこしの会」　会長 大塚弘
こう
一
いち
さん

　零士先生が新谷に来た際、最初の言葉が「帰ってきました」でした。こ
の言葉に私たちは一瞬で心を奪われたのを覚えています。
　それ以来、先生が帰られるたびに「お帰りなさい」がいつもの挨拶とな
りました。
　がんばる人応援事業を活用してイベントを毎年開催しましたが、市外、
県外からも多くの人が訪れ、その度に先生の偉大さを感じ、またイベント
時以外でもファンの人が新谷を訪れてくれます。
　先生、もう一度会いたかった。安らかにお眠りください。

「新谷一万まちおこしの会」　副会長 亀岡佳
よし
章
あき
さん

①②  新谷公民館ロビーには今までのイベントで制
作したものなどが展示されている。

③ 玄関前の石碑「友夢永遠」
④  同じく玄関前に設置されたモニュメント。新谷
地区の位置、地球、月がデザインされ裏側には「理
想郷 大洲・新谷 命のふるさと」と書かれている。

時間は夢を裏切らない
夢も時間を裏切ってはならない
この「ふたつ」が出会った時に夢はかなう！
　　　　　　　　　　　　　　　　　松本 零士

●②●①

●③ ●④ 新谷公民館新谷公民館
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